
【鬼
貫
顕
彰
俳
句

投
句
用
紙
】
（２
句
１
組

投
句
料
１
０
０
０
円
）※

投
句
用
紙
の
コ
ピ
ー
可

ふ
り
が
な

ふ
り
が
な

〒

―

〈
電
話
番
号
〉

変
更
有
□

都
道

府
県

ふ
り
が
な

変
更
有
□

ふ
り
が
な

変
更
有
□

歳

氏名 住所

俳号

年齢

※

「
住
所
」
「
氏
名
」
「
俳
号
」
に
つ
い
て
、
前
回
の
投
句
よ
り
変
更
が
あ
る
方
は
「
変
更
有
」
の
□
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

※

ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
句
集
の
お
届
け
に
使
用
し
、
適
切
に
管
理
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
事
業
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

➀② 【募
集
内
容
】

〈作
品
〉

雑
詠
２
句
１
組(

未
発
表
作
品
・１
人
何
組
で
も
投
句
可)

〈投
句
方
法
〉

投
句
用
紙
ま
た
は
縦
書
き
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
、

郵
送
も
し
く
は
持
ち
込
み
に
て
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

原
稿
用
紙
使
用
の
場
合
は
、
左
頁
に
作
品
を
、
右
頁
に
住
所
・氏
名
・

俳
号
・
年
齢
・電
話
番
号
を
楷
書
で
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

氏
名
・
俳
号
・
作
品
に
は
ふ
り
が
な
を
、
文
字
は
は
っ
き
り
と
お
書
き

く
だ
さ
い
。

※

投
句
用
紙
は
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
s
:/

/
ita
m
i-im

.jp
)

内
の
「鬼
貫
顕
彰
俳
句(

一
般
の
部)

募
集
概
要
」

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〈投
句
料
〉

２
句
１
組

１
０
０
０
円(

句
集
代
及
び
送
料
込
み)

郵
送
の
場
合
は
、
定
額
小
為
替
〈無
記
名
〉に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※

切
手
不
可

〈投
句
先
〉

〒
６
６
４-

０
８
９
５

兵
庫
県
伊
丹
市
宮
ノ
前
２
丁
目
５-

２
０

市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム(

鬼
貫
顕
彰
俳
句
担
当
宛
て)

持
ち
込
み
の
場
合
は
、
同
館
の
総
合
案
内
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〈締
切
〉

２
０
２
５
年
４
月
３
０
日(

水)

当
日
消
印
有
効

【注
意
事
項
】

投
句
用
紙
に
記
入
す
る
際
は
、
「つ
」・「
っ
」な
ど
の
大
き
い
文
字
・小
さ
い

文
字
を
明
確
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

〔鬼
貫
顕
彰
俳
句
大
会
お
よ
び
表
彰
式
〕

＊
日
時

２
０
２
５
年
８
月
２
日
（土
）
午
後
２
時
よ
り

＊
場
所

市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

１
階

講
座
室

＊
内
容

①
当
日
投
句
に
よ
る
俳
句
大
会

②
事
前
俳
句
募
集
の
鬼
貫
賞
受
賞
者
・入
選
者
の
表
彰
及
び
選
評

③
俳
句
大
会
受
賞
者
の
表
彰

＊
大
会
参
加
費

１
０
０
０
円
（当
日
投
句
１
人
１
句
・支
払
い
は
大
会
当
日
）

＊
参
加
申
込

お
電
話(

０
７
２-

７
７
２-

５
９
５
９)

も
し
く
は
投
句
用
紙
の
「参
加

し
ま
す
」の
□
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

※
定
員
８
０
名(

事
前
申
込
制
・先
着
順
）

〈例〉

つ

（
切
り
取
り
線
）

※

投
句
作
品
の
著
作
権
及
び
こ
れ
か
ら
派
生
す
る
全
て
の
権
利
は
、
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
帰
属
し
ま
す
。

※

作
品
の
訂
正
・返
却
・問
い
合
わ
せ
及
び
投
句
料
の
返
還
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。

っ

〈
８
月
２
日
（
土
）
鬼
貫
顕
彰
俳
句
大
会
お
よ
び
表
彰
式
へ
の
ご
参
加
に
つ
い
て
〉

□
参
加
し
ま
す

□
参
加
し
ま
せ
ん

□
未
定
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